
　

現
在
の
加
須
市
は
、
２
０
１

０
年
３
月
に
旧
加
須
市
と
騎
西

町
、
大
利
根
町
、
北
川
辺
町
の

１
市
３
町
が
合
併
し
て
誕
生
。

今
年
10
月
現
在
４
万
３
４
５
４

世
帯
、
約
12
万
人
。
合
併
後
、

協
議
会
を
設
け
、
合
併
協
定
に

係
る
公
共
料
金
な
ど
の
負
担
基

準
を
３
年
以
内
に
統
一
す
る
こ

と
を
決
め
て
い
た
。

　

市
民
最
大
の
関
心
事
の
ひ
と

つ
で
あ
る
水
道
料
金
の
新
負
担

基
準
に
関
し
て
は
、
13
㎜
、
20

㎜
、
25
㎜
な
ど
の
口
径
別
で
基

本
料
金
を
設
定
。
た
と
え
ば
一

般
家
庭
の
13
㎜
の
場
合
の
負
担

新
基
準
は
、基
本
料
金（
１
カ
月

４
２
０
円
）＋
使
っ
た
水
量（
１

㎥
〜
10
㎥
は
㎥
１
０
５
円
、
11

㎥
〜
20
㎥
は
１
２
６
円
。税
込
）

と
し
、
２
カ
月
ご
と
に
料
金
を

徴
収
す
る
方
式
と
決
定
し
た
。

来
年
４
月
１
日
か
ら
実
施
す

る
。
市
水
道
課
に
よ
る
と
、
一
　

子
供
た
ち
の
安
全
を
守
り
た

い
と
通
学
路
の
放
射
線
量
の
測

定
を
求
め
て
い
た
久
喜
市
民
の

要
望
を
受
け
入
れ
、
市
は
埼
玉

県
が
制
度
化
し
た
「
緊
急
雇
用

交
付
金
」
（
東
日
本
大
震
災
関

連
予
算
）
を
活
用
し
て
９
月
か

ら
測
定
を
開
始
し
た
。
市
教
育

委
員
会
に
よ
る
と
来
年
３
月
ま

で
市
内
89
カ
所
の
通
学
路
で
測

定
を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

久
喜
市
で
は
東
日
本
大
震
災

発
生
直
後
か
ら
通
学
路
を
除
く

公
共
施
設
で
放
射
線
量
の
測
定

を
開
始
。
ま
ず
３
月
25
日
か
ら

市
役
所
屋
上
で
開
始
。
次
に
５

月
２
日
か
ら
は
小
中
学
校
や
保

育
園
、
公
園
と
い
っ
た
公
共
施

設
で
も
実
施
。
そ
の
測
定
場
所

は
計
80
施
設
80
カ
所
。
市
役
所

屋
上
で
の
測
定
は
現
在
も
毎
日

実
施
し
て
お
り
、
校
庭
や
園

庭
、
公
園
は
月
１
回
測
定
。
こ

の
ほ
か
に
測
定
し
た
と
こ
ろ
で

異
常
に
高
い
放
射
線
量
が
出
た

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
関
し
て

は
、
不
定
期
に
再
測
定
を
実
施
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２
年
半
前
に
１
市
３
町
が
合
併
し
て
「
新
生
加
須
市
」
と

な
っ
た
加
須
市
は
９
月
議
会
で
水
道
料
金
や
保
育
料
金
な
ど

市
民
が
負
担
す
べ
き
公
共
料
金
等
の
基
準
を
決
め
た
。
昨
年

度
の
議
会
で
既
に
国
民
健
康
保
険
料
、
学
校
給
食
費
、
介
護

保
険
費
な
ど
の
負
担
基
準
を
決
め
て
お
り
、
こ
れ
で
新
生
加

須
市
と
な
っ
て
以
降
、
市
民
が
負
担
す
べ
き
公
共
料
金
等
の

す
べ
て
の
負
担
基
準
が
決
定
し
た
。

実
施
は
来
年
４
月
１
日

般
家
庭
が
平
均
的
に
使
用
す
る

43
㎥
を
基
準
に
新
負
担
額
を
算

定
し
て
も
ら
う
と
、
５
９
３
４

円
（
２
カ
月
分
）
と
な
っ
た
。

現
行
は
考
え
方

そ
れ
ぞ
れ
別
個

　

現
行
の
水
道
料
金
の
負
担
基

準
と
方
式
は
、
１
市
３
町
で
考

え
方
は
そ
れ
ぞ
れ
。
旧
加
須
市

は
口
径
別
で
料
金
を
算
定
、
口

径
13
㎜
の
料
金
負
担
は
基
本
料

金
（
１
カ
月
３
１
９
円
）
＋
使

っ
た
水
量
（
１
㎥
〜
10
㎥
は
㎥

１
０
１
円
、
11
㎥
〜
20
㎥
は
１

４
０
円
。
税
込
）。

　

騎
西
町
は
用
途
別
で
料
金
を

算
出
、
一
般
13
㎜
の
料
金
負
担

は
基
本
料
金
（
２
カ
月
あ
た
り

20
㎥
ま
で
は
２
０
３
９
円
、
税

抜
）。
20
㎥
を
超
え
る
と
21
㎥

〜
40
㎥
ま
で
は
㎥
あ
た
り
１
３

７
円
と
し
て
い
る
。

　

大
利
根
町
も
用
途
別
に
料
金

を
算
出
。
一
般
13
㎜
の
料
金
負

担
は
基
本
料
金
（
１
カ
月
に
つ

き
10
㎥
ま
で
１
１
５
０
円
。
税

抜
）。
11
㎥
を
超
え
て
20
㎥
ま

で
は
㎥
あ
た
り
１
２
０
円
で
算

定
。
そ
れ
に
加
え
て
メ
ー
タ
ー

使
用
料
と
し
て
１
カ
月
60
円
を

加
味
し
て
い
る
。

　

北
川
辺
町
は
旧
加
須
市
と
同

様
に
口
径
別
で
料
金
を
算
出
、

口
径
13
㎜
の
料
金
負
担
は
基
本

料
金
（
20
㎥
ま
で
は
２
６
０
０

円
。
税
抜
）
20
㎥
を
超
え
る
と

21
㎥
〜
50
㎥
ま
で
は
㎥
あ
た
り

１
３
０
円
で
算
定
。

　

９
月
議
会
で
決
ま
っ
た
新
水

道
料
金
シ
ス
テ
ム
は
、
旧
加
須

市
の
方
式
「
基
本
料
金
＋
使
っ

た
水
量
」
を
準
用
。
ま
た
議
会

で
は
月
あ
た
り
の
使
用
量
が
１

０
０
㎥
を
超
え
る
大
口
需
要
者

の
負
担
軽
減
策
と
し
て
来
年
と

再
来
年
だ
け
に
適
用
す
る
激
変

緩
和
措
置
も
設
け
た
。

し
て
い
る
。

　

除
染
す
べ
き
か
否
か
の
基
準

は
国
が
特
別
措
置
法
で
「
年
間

１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
」
と
決
め

た
が
、
久
喜
市
は
市
民
の
安
全

を
守
る
た
め
、
さ
ら
に
厳
し
い

基
準
「
年
間
０
・
２
３
ミ
リ
シ

ー
ベ
ル
ト
」
を
定
め
て
い
る
。

　

通
学
路
の
放
射
線
量
測
定
の

要
望
は
以
前
か
ら
父
母
か
ら
出

て
お
り
、
こ
れ
に
応
え
た
も

の
。
市
教
育
委
員
会
学
務
課
に

よ
る
と
、
89
カ
所
の
通
学
路
に

関
し
て
は
教
育
委
員
会
独
自
で

決
め
ず
、
市
内
34
校
（
小
学
校

23
校
、
中
学
校
11
校
）
か
ら
要

望
を
聞
き
決
定
し
た
。
第
1
回

測
定
は
９
月
上
旬
か
ら
下
旬
に

か
け
て
実
施
。
そ
の
結
果
、
幸

い
に
も
市
が
定
め
た
基
準
値
を

超
え
た
箇
所
は
な
か
っ
た
。
市

で
は
３
月
ま
で
定
期
的
に
測
定

を
す
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
測
定
後
に
基
準
値
を
超

え
た
場
合
、
市
教
委
で
は
、
環

境
課
な
ど
を
協
議
し
て
、
通
学

路
に
あ
る
水
た
ま
り
や
Ｕ
字
溝

な
ど
を
除
染
す
る
と
し
て
い

る
。
な
お
、
今
回
市
が
測
定
・

除
染
に
か
け
る
費
用
は
６
３
７

万
４
０
０
０
円
。
県
が
制
度
化

し
た
緊
急
雇
用
交
付
金
を
活

用
。
同
様
の
ケ
ー
ス
は
10
月
現

在
、
吉
川
な
ど
４
例
が
あ
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　秋を彩る代表的な花と言えばコスモス。そのコス
モスが咲き誇る市内鷲宮地区にある葛西用水路沿いの「コスモスふれあいロード」でこ
のほど「わしのみやコスモスフェスタ」が開かれ、大勢が秋の花を愛でながらの散策と
イベントを楽しんだ。
　久喜市、同教育委員会、鷲宮商工会などが後援する同イベントは今年で11回目。川口
樋前橋～玉屋橋までの全長10㎞にわたって咲き誇るコスモスは「地域コミュニティ形
成」「豊かなまちづくり」の一環として毎年市民の手で植えられている。10月13日～
14日にかけて行われたフェスタには４万３０００人（市発表）が来場。川沿いの散策の
ほか、イベント会場となった鷲宮総合支所駐車場やふれあいロードなどで、ミニＳＬや
ポニー、人力車の乗車や焼きそば、カレーライスなどの模擬店、書道・華道・絵画など
の文化祭などで楽しいひと時を過ごしていた。

合併後の「水道料金」
〝加須方式〞で決まる

通
学
路
の
放
射
線
量

来
年
３
月
ま
で
89
ヵ
所
測
定
久喜市

秋色  鷲宮コスモスロード
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考
案
し
た
和
暦
が
い
い
の
か

を
、
い
つ
「
日
食
」
に
な
る
か

で
争
う
シ
ー
ン
。

　

結
論
か
ら
申
せ
ば
算
哲
の
和

歴
が
３
勝
全
勝
で
勝
ち
、
１
６

８
５
年
「
貞
亨
暦
」
と
し
て
改

暦
さ
れ
、
１
７
５
５
年
ま
で
の

70
年
間
に
わ
た
っ
て
庶
民
の
生

活
を
支
え
る
暦
と
し
て
使
わ
れ

る
わ
け
で
す
が
、
算
哲
が
勝
利

し
た
背
景
に
は
地
球
と
太
陽
、

地
球
と
月
の
周
回
軌
道
や
西
洋

天
文
学
、
１
５
８
２
年
制
定
の

グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
も
算
哲
の
知
識

に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

日
食
は
旧
暦
で
は
常
に
「
１

日
」
の
新
月
＝
朔
日
に
し
か
起

こ
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
〝
暦
博
士
〞
の

松
村
賢
治
氏
に
よ
る
と
、
織
田

信
長
が
闇
討
ち
を
受
け
て
自
害

し
た
本
能
寺
の
変
は
１
５
８
２

（
天
正
10
）
年
６
月
２
日
。
何

と
そ
の
日
が
日
食
で
し
た
。
そ

れ
か
ら
１
０
０
年
後
の
算
哲
が

い
た
頃
は
そ
の
誤
差
が
２
日
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
原
因

は
、
そ
れ
ま
で
７
０

０
年
以
上
わ
た
っ
て

使
わ
れ
て
い
た
「
宣

明
暦
」
が
中
国
の
暦

法
で
作
ら
れ
て
き
た

た
め
、
日
本
と
中
国

と
の
経
緯
度
を
無
視

し
て
き
た
か
ら
で
し

た
。
そ
こ
に
気
が
付

き
正
確
に
修
正
し
た

の
が
算
哲
の
和
暦
で

し
た
。

　

こ
の
大
発
見
に
よ

のすすめ旧 暦
月
の
愛
称
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
で
す

③
　

現
在
公
開
中
の
映
画
「
天
地

明
察
」（
原
作
・
冲
方
丁
、
監

督
・
滝
田
洋
二
郎
、
主
演
・
岡

田
准
一
、
宮
崎
あ
お
い
）
が
評

判
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
読
者
の

皆
様
の
中
に
は
既
に
観
た
と
い

方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
こ
の
映
画
の
主

題
は
旧
暦
の
こ
と
を
扱
っ
て
お

り
、
時
代
設
定
は
江
戸
・
貞
亭

年
間
の
１
６
８
０
年
代
。
碁
打

ち
の
安
井
算
哲
（
後
の
渋
川
春

海
、
幕
府
の
天
文
方
）
が
編
纂

し
た
和
暦
・
貞
亭
暦
誕
生
ま
で

の
秘
話
を
映
画
ら
し
い
ラ
ブ
ス

ト
ー
リ
ー
タ
ッ
チ
で
上
手
く
ま

と
め
て
い
ま
す
。
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
は
生
活
の
羅
針
盤
と
な
る

暦
は
、
朝
廷
が
支
持
す
る
「
大

統
暦
」
が
い
い
の
か
、
算
哲
が

り
、
太
陰
太
陽
暦
の
旧
暦
は
、

以
降
、
日
食
は
新
月
、
朔
日
の

「
つ
い
た
ち
、
月
初
め
」
に
し

か
起
こ
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

で
す
か
ら
今
年
５
月
21
日
起
き

た
世
紀
の
天
体
シ
ョ
ー
と
し
て

話
題
を
呼
ん
だ
「
金
環
日
食
」

も
旧
暦
で
は
４
月
１
日
で
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
分
か
る
こ

と
は
月
の
形
を
見
れ
ば
、
今
日

は
何
日
頃
か
と
い
う
目
途
が
つ

く
わ
け
で
す
。

　

月
の
１
カ
月
は
29
日
か
30
日

で
す
。
感
性
豊
か
な
私
た
ち
の

先
祖
は
月
の
名
称
に
素
晴
ら
し

い
名
前
を
付
け
て
く
れ
ま
し

た
。
図
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば

お
分
か
り
の
通
り
、
新
月
か
ら

３
〜
４
日
後
は
「
三

日
月
」、
真
ん
丸
お

月
様
の
十
五
夜
は

「
満
月
」
な
ど
月
の

形
は
日
付
に
符
号
し

ま
す
。

　

そ
こ
で
こ
の
際
、

文
学
や
歌
な
ど
に
よ

く
詠
ま
れ
る
月
の
満

ち
欠
け
の
代
表
的
な

名
前
を
紹
介
し
ま
し

ょ
う
。

　
「
上
弦
の
月
」（
新

月
か
ら
７
日
か
８
日
後
）、「
十

三
夜
」（
新
月
か
ら
13
日
か
14

日
後
）、「
十
六
夜
＝
い
ざ
よ
い
」

（
新
月
か
ら
16
日
か
17
日
後
）、

「
立
待
月
＝
た
ち
ま
ち
づ
き
」

（
17
日
目
か
18
日
後
）、「
居
待

月
＝
い
ま
ち
づ
き
」（
新
月
か

ら
17
日
か
18
日
後
）、「
寝
待
月

＝
ね
ま
ち
づ
き
」（
新
月
か
ら

19
日
か
20
日
後
）、「
更
待
月
＝

ふ
け
ま
ち
づ
き
」「
新
月
か
ら

20
日
か
21
日
後
」、「
下
弦
の
月
」

（
新
月
か
ら
23
日
か
24
日
後)

、

「
有
明
の
月
」（
新
月
か
ら
25

日
か
26
後
）。

　

風
情
の
な
い
世
相
の
中
、
月

の
愛
称
を
覚
え
る
だ
け
で
も
日

々
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
（
取
材
協
力
・
資
料
提
供
＝

社
団
法
人
大
阪
南
太
平
洋
協
会

理
事
長
・
松
村
賢
治
氏
）

　

埼
玉
県
立
杉
戸
農
業
高
校
の

生
徒
と
コ
ン
ビ
ニ
ス
ト
ア
ー
の

大
手
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
が

埼
玉
県
産
食
材
を
使
っ
て
共
同

で
開
発
し
た
ス
イ
ー
ツ
が
23
日

か
ら
一
斉
に
関
東
全
域
の
サ
ン

ク
ス
１
３
８
１
店
舗
で
販
売
を

開
始
さ
れ
た
。
販
売
初
日
に
は

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
東
京

電
力
福
島
第
一
原
発
の
爆
発
な

ど
の
影
響
で
加
須
市
旧
騎
西
高

校
に
集
団
避
難
し
て
い
る
福
島

県
双
葉
町
の
住
民
を
支
援
す
る

活
動
を
展
開
し
て
い
る
加
須
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
10
月
13
日
夜
、
活
動

拠
点
の
「
寄
り
添
い
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
こ
ら
っ
せ　

く
わ
っ
せ

（
福
島
弁
で
来
て
食
べ
て
く
だ

さ
い
）」
で
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
、
参
加
し
た
被
災
者
ら

20
人
を
元
気
付
け
て
い
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
４
回

目
。
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い

る
高
校
教
諭
の
今
村
寛
さ
ん
が

「
被
災
者
の
気
持
ち
が
少
し
で

も
和
む
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
た

い
」
と
発
案
。
学
校
で
軽
音
楽

杉
戸
農
業
高
と
サ
ン
ク
ス
が
連
携

埼
玉
県
産
の
食
材
使
い
ス
イ
ー
ツ
を
共
同
開
発

加
須〝
こ
ら
っ
せ・く
わ
っ
せ
〞

音
楽
で
被
災
者
を
支
援

双
葉
町
の
人
々
も
大
喜
び

部
を
指
導
し
て
い
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
そ
の
人
脈
を
活
用
し
て

今
年
７
月
か
ら
毎
月
１
回
開
催

し
て
い
る
。

　

13
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、

ピ
ア
ノ
奏
者
の
城
谷
尚
吾
さ

ん
、
フ
ォ
ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

の
Ｍ
ａ
ｎ
ａ
☆
さ
ん
、
カ
ン
ト

リ
ー
音
楽
奏
者
の
親
子
今
村
瞭

（
ギ
タ
ー
）、
夏
海（
ア
ル
パ
＝

ハ
ー
プ
）
さ
ん
の
３
組
が
出

演
。
午
後
６
時
か
ら
８
時
ま
で

の
２
時
間
、
被
災
者
を
元
気
づ

け
よ
う
と
、「
明
日
が
あ
る
さ
」

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」

と
い
っ
た
希
望
に
つ
な
が

る
曲
や「
微
笑
だ
よ
り
」と

い
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を

披
露
、観
客
か
ら
「
素
晴
ら

し
い
歌
を
聞
か
せ
て
も
ら

っ
た
。
明
日
か
ら
ま
た
頑

張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に

な
っ
た
」
と
の
声
が
出
る

ほ
ど
魅
了
さ
せ
て
い
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
は
、

参
加
者
全
員
で
「
こ
ら
っ

せ　

く
わ
っ
せ
」
で
ス
タ

ッ
フ
手
作
り
の
料
理
で
談

笑
、
交
流
を
深
め
て
い
た
。

11
月
は
10
日
午
後
３
時
か

ら
「
こ
ら
っ
せ　

く
わ
っ

せ
」
で
開
か
れ
る
。

　

毎
年
人
気
を
博
し
て
い
る

「
旧
暦
カ
レ
ン
ダ
ー
」（
社
団
法

人
・
大
阪
南
太
平
洋
協
会
刊
）

の
２
０
１
３
年
版
が
完
成
、
11

月
１
日
か
ら
全
国
の
書
店
な
ど

で
販
売
を
開
始
し
た
。

　

首
都
圏
の
場
合
、
八
重
洲
ブ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
（
東
京
駅
前

店
、
汐
留
店
）、
紀
伊
国
屋
書

店
（
新
宿
本
店
）
東
急
ハ
ン
ズ

（
渋
谷
店
、
横
浜
店
）
な
ど
で

販
売
中
。
価
格
は
、
マ
ッ
ト
紙

が
１
７
０
０
円（
消
費
税
込
）、

和
紙
が
２
０
０
０
円
（
同
）

　

カ
レ
ン
ダ
ー
販
売
に
関
す
る

詳
細
は
社
団
法
人
大
阪
南
太
平

洋
協
会
（
☎
06
―
６
３
７
６
―

１
１
５
１
）
か
Ｅ
メ
ー
ル

info@aspa-oaska.com

に
問

い
合
わ
せ
を
。

旧
暦
カ
レ
ン
ダ
ー
販
売

舗
で
販
売
中
（
10
月
23
日
〜
11

月
19
日
ま
で
は
関
東
全
域
、
埼

玉
県
内
だ
け
12
月
３
日
ま
で
販

売
）。
同
高
校
で
は
「
ぜ
ひ
一

度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

か
け
て
い
る
。

　

埼
玉
県
に
よ
る
と
、
実
践
的

職
業
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
は
、
専
門
教
育
を
主
と
す
る

専
門
高
校
生
が
学
校
、
学
科
の

枠
を
超
え
、
企
業
等
と
連
携
し

て
新
商
品
の
企
画
、
開
発
、
商

品
化
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
生

徒
の
職
業
選
択
の
幅
を
拡
大
さ

せ
、
就
職
内
定
率
の
向
上
を
図

ろ
う
と
い
う
も
の
。
昨
年
度
に

制
度
化
さ
れ
、
県
内
対
象
38
校

中
、
今
年
度
は
28
校
が
着
手
。

そ
の
う
ち
商
品
開
発
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
る
の
は
８
校
、
現

在
、
実
際
に
商
品
化
さ
れ
た
の

は
２
校
。
杉
戸
農
業
高
校
以
外

に
新
座
総
合
技
術
高
校
の
も
の

が
商
品
化
さ
れ
た
。

生演奏にうっとり…

初日200個完売を喜ぶ高校生

10
月
23
日
〜
12
月
３
日
ま
で

埼
玉
全
域
の
当
該
店
で
販
売

高
校
近
く
の
サ
ン
ク
ス
杉
戸
高

野
台
西
口
店
に
同
校
食
品
流
通

科
の
生
徒
が
販
売
店
員
と
し
て

駆
け
つ
け
、
初
日
だ
け
で
２
０

０
個
を
完
売
す
る
な
ど
上
々
の

滑
り
出
し
と
な
っ
た
。

　

企
業
と
の
連
携
販
売
は
埼
玉

県
が
制
度
化
し
た
「
実
践
的
職

業
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
。
販
売
さ
れ
た
ス
イ
ー

ツ
の
名
称
は
「
ダ
ブ
ル
ク
リ
ー

ム
の
ク
レ
ー
プ
オ
ム
レ
ッ

ト
」。
今
年
６
月
頃
か
ら
共
同

で
商
品
開
発
の
コ
ン
セ
プ
ト
な

ど
を
本
格
的
に
協
議
。
ク
レ
ー

プ
の
生
地
・
ス
ポ
ン
ジ
は
埼
玉

県
産
米
粉
を
使
用
、
ま
た
ク
リ

ー
ム
は
埼
玉
県
産
の
牛
乳
を
使

っ
た
。
販
売
価
格
は
１
つ
１
６

８
円
。
こ
の
ス
イ
ー
ツ
は
関
東

全
域
の
サ
ン
ク
ス
１
３
８
１
店
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た
わ
わ
に
実
っ
た
黄
金
色
の
稲
を
み
ん
な
で
刈
ろ
う
と
誠
農
社

主
催
の
稲
刈
り
が
加
須
市
油
井
ケ
島
の
田
ん
ぼ
で
９
月
29
日
に
行

わ
れ
、
約
50
人
の
老
若
男
女
が
集
ま
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
加
須

市
や
久
喜
市
は
も
ち
ろ
ん
、
東
京
世
田
谷
な
ど
遠
方
か
ら
も
親
子

連
れ
が
多
く
参
加
し
た
。
参
加
し
た
親
か
ら
は
「
な
ん
で
も
口
に

簡
単
に
入
る
時
代
、子
ど
も
に
お
百
姓
さ
ん
の
苦
労
、お
米
の
あ
り

が
た
さ
を
教
え
る
た
め
に
も
体
験
が
一
番
と
思
っ
て
参
加
し
た
」

と
動
機
を
述
べ
て
い
た
。
ま
た
子
ど
も
か
ら
は
「
お
米
を
刈
り
取

る
の
が
こ
ん
な
に
大
変
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
今
日
か
ら
ご
は
ん

粒
ひ
と
つ
で
も
大
事
に
す
る
」と
作
業
後
に
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

　

誠
農
社
が
実
施
し
た
稲
刈
り
は
、
３
反
３
畝
（
約
３
・
３
㌃
＝

３
３
０
０
㎡
）
中
、
５
０
０
㎡
近
く
は
古
来
か
ら
行
っ
て
い
る
手

法
の
鎌
を
使
っ
て
刈
り
込
む
手
作
業
部
分
。
残
り
は
機
械
で
刈
り

こ
ん
で
い
た
。
た
だ
し
、
機
械
化
と
言
っ
て
も
稲
刈
り
か
ら
脱
穀

ま
で
を
乗
車
型
コ
ン
バ
イ
ン
で
行
う
最
新
型
で
は
な
し
に
、
稲
刈

り
後
は
束
ね
て
稲
を
稲
架
に
ぶ
ら
下
げ
る
昔
懐
か
し
い
〝
天
日
干

し
〞
を
行
っ
た
。

　

稲
刈
り
、
天
日
干
し
、
脱
穀
・
籾
す
り
、
精
米
さ
れ
た
誠
農
社

の
新
米
「
漢
方
農
法
米
こ
し
ひ
か
り
」
は
、
11
月
14
日
に
初
売
り

出
し
さ
れ
る
。
県
民
の
日
の
11
月
14
日
に
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
で
開
か
れ
る
「
埼
玉
発　

美
味
い
も
の
出
会
い
フ
ェ
ア
」
に

出
品
さ
れ
る
。
こ
の
フ
ェ
ア
は
、
武
蔵
野
銀
行
、
財
団
法
人
埼
玉

県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
も
の
で
、
後
援
に
は
埼
玉

県
、
さ
い
た
ま
市
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
関

東
本
部
、
彩
の
国
さ
い
た
ま
・
農
業
法
人
協
会
な
ど
13
団
体
が
名

を
連
ね
る
。
地
産
地
消
で
埼
玉
を
元
気
に
し
よ
う
と
、
こ
の
日
は

県
内
の
農
産
品
、
食
料
加
工
品
、
ス
イ
ー
ツ
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
な
ど

約
50
社
が
大
集
合
す
る
。

　

こ
の
50
社
の
中
に
、
誠
農
社
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
今
年
収
穫

さ
れ
た
新
米
を
販
売
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
。
誠
農
社
代
表
の
藤

田
誠
二
さ
ん
は
「
５
キ
ロ
５
０
０
０
円
で
販
売
す
る
予
定
。
そ
れ

以
外
に
袋
詰
め
３
合
で
１
０
０
０
円
と
い
う
試
食
用
も
販
売
す
る

の
で
是
非
ご
賞
味
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

会
場
と
な
る
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
は
Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
西
口

徒
歩
約
３
分
。
同
ビ
ル
地
下
１
階
で
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
。
入
場
無
料
。
開
催
時
間
は
。
当
日
は
美
味
し
く
食
べ
て
、
親

子
で
楽
し
く
食
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
工
夫
を
凝
ら
し
た

「
さ
い
た
ま
食
育
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」
も
企
画
さ
れ
て
い
る
。

久
喜
、加
須
市
内
は
勿
論

東
京
な
ど
か
ら
も
参
加

新
米
販
売
の
第
１
号
は

14
日
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
で

田
植
え
稲
刈
り
な
ど
で
き
る

「
区
画
オ
ー
ナ
ー
制
度
」創
設

 

詳
細
は
６
・
７
面
で

こしひかりができた！！ 稲刈りだ！！
■漢方農法米
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収穫祭　新米を試食

「
漢
方
未
来
米
」
希
望
者
の
お
問
い
合
わ
せ
先

古
川
農
園
☎
024
・
９
５
２
・
８
８
５
４

　

初
め
て
米
づ
く
り
に
取
り
組

ん
だ
が
、
農
業
は
ま
さ
に
自
然

と
の
闘
い
、
自
然
と
共
存
し
な

い
と
何
も
で
き
な
い
こ
と
が
実

感
し
た
。
お
天
気
然
り
、
温
度

然
り
。
す
べ
て
我
々
の
都
合
通

り
に
は
い
か
な
い
こ
と
が
よ
く

分
か
っ
た
。
米
づ
く
り
の
意
義

を
感
じ
た
皆
様
の
ご
支
援
が
あ

っ
て
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
こ
ぎ
つ

け
ら
れ
た
。
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。

　

出
来
あ
が
っ
た
お
米
は
想
像

以
上
に
よ
く
で
き
て
い
る
と
思

う
。
田
ん
ぼ
が
３
反
３
畝
も
あ

れ
ば
18
俵
ど
こ
ろ
か
、
も
っ
と

採
れ
る
が
、
我
々
は
身
体
に
い

い
お
米
を
つ
く
ろ
う
と
無
農
薬

に
こ
だ
わ
り
、
漢
方
を
使
っ
た

の
で
、
た
と
え
ば
お
米
の
株
の

植
え
付
け
に
し
て
も
間
隔
も
た

く
さ
ん
空
け
、
太
陽
を
い
っ
ぱ

い
浴
び
る
よ
う
に
し
た
。
だ
か

ら
取
れ
た
お
米
の
量
は
通
常
よ

り
は
少
な
い
が
、
米
糠
を
な
め

て
も
ら
う
と
化
学
肥
料
を
一
切

使
っ
て
い
な
い
の
で
甘
さ
が
強

い
、
い
い
お
米
が
で
き
た
。

　

販
売
は
11
月
14
日
に
大
宮
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
行
わ
れ
る

「
埼
玉
発　

地
産
地
消
祭
り
２

　

ま
た
、
田
植
え
か
ら
収
穫
ま

で
で
肉
体
的
に
大
変
だ
っ
た
の

は
７
月
〜
９
月
に
か
け
て
の
水

田
内
の
除
草
作
業
で
す
。
誠
農

社
の
水
田
は
紙
マ
ル
チ
を
用
い

て
栽
培
を
し
て
い
る
こ
と
に
よ

り
雑
草
を
抑
え
て
い
る
の
で
す

が
、
紙
マ
ル
チ
を
貼
り
損
ね
て

し
ま
っ
た
り
、
紙
マ
ル
チ
が
溶

け
た
後
に
生
え
て
き
た
雑
草
を

除
草
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
作

業
は
時
期
が
真
夏
と
い
う
こ
と

な
の
で
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な

作
業
で
し
た
。

　

技
術
的
に
難
し
い
と
感
じ
た

の
は
水
田
の
水
分
調
整
で
す
。

お
米
の
味
は
水
の
管
理
に
よ
っ

て
決
ま
る
そ
う
な
の
で
す
が
、

そ
の
管
理
が
と
て
も
微
妙
な
だ

け
に
難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
収
穫
し
た
稲
を
天
日
干

し
に
す
る
時
も
、
竹
で
棚
を
作

り
、
そ
こ
に
束
に
な
っ
た
稲
を

　

今
年
は
暑
さ
が
大
変
厳
し
い

高
温
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
影
響

で
シ
ラ
タ
（
く
ず
米
の
よ
う
な

売
り
物
に
な
ら
な
い
米
）
が
出

た
と
い
わ
れ
る
中
、
誠
農
社
の

お
米
は
そ
れ
も
な
く
よ
く
で
き

て
い
る
。
こ
れ
は
漢
方
の
威
力

と
い
っ
て
も
い
い
。
で
す
か
ら

誠
農
社
の
お
米
は
売
り
物
に
な

る
。
た
だ
し
米
づ
く
り
を
指
導

し
て
き
た
側
か
ら
い
う
と
１
０

０
点
満
点
か
と
言
え
ば
そ
う
で

は
な
い
。
75
点
ぐ
ら
い
の
出

来
。
マ
イ
ナ
ス
25
点
は
何
か
と

言
え
ば
、
指
導
者
の
言
う
こ
と

を
忠
実
に
守
ら
な
か
っ
た
面
が

あ
る
。
た
と
え
ば
漢
方
散
布
の

時
期
や
管
理
方
法
な
ど
が
そ

う
。
お
米
づ
く
り
に
初
挑
戦
し

た
の
で
分
か
ら
な
い
で
は
な
い

が
焦
っ
て
私
の
意
見
以
外
に
あ

ち
こ
ち
か
ら
情
報
を
仕
入
れ
た

面
が
見
ら
れ
た
。
私
の
米
づ
く

り
は
周
り
と
は
全
く
違
う
や
り

方
を
し
て
い
る
。
来
年
も
私
が

お
米
づ
く
り
の
指
導
に
当
た
る

な
ら
ば
も
っ
と
厳
し
く
指
導
し

た
い
。
そ
し
て
１
０
０
点
の
出

来
で
す
と
言
っ
て
一
緒
に
涙
を

流
し
た
い
。

０
１
２
」
か
ら
行
う
。
キ
ロ
当

た
り
１
０
０
０
円
で
少
々
高
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
通
常
の
農

法
の
３
倍
の
コ
ス
ト
が
か
か
っ

て
い
る
の
で
味
を
見
て
ほ
し

い
。

　

今
回
の
初
挑
戦
で
お
米
づ
く

り
の
一
通
り
の
段
取
り
み
た
い

　

今
思
い
返
し
て
み
る
と
あ
っ

と
い
う
間
の
半
年
だ
っ
た
が
、

と
に
か
く
初
め
て
の
体
験
だ
っ

た
だ
け
に
、
日
々
反
省
の
日
々

だ
っ
た
。

　

ま
ず
田
植
え
の
前
の
耕
運
の

段
階
か
ら
失
敗
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
深
く
耕
運
し
す
ぎ
て
し

ま
っ
た
こ
と
や
、
水
田
を
平
ら

に
す
る（
代
か
き
と
言
い
ま
す
）

際
に
う
ま
く
出
来
な
か
っ
た
。

来
年
度
は
同
じ
失
敗
が
な
い
よ

う
に
作
業
を
行
い
た
い
で
す
。

誠
農
社
代
表

 

藤
田 

誠
二
氏

耕
作
者

 

強
矢 

凌
司
氏

米
づ
く
り
の
名
人

 

古
川 

勝
幸
氏

な
の
は
分
か
っ
た
の
で
、
来
年

は
今
年
よ
り
も
収
穫
高
で
多
く

な
る
よ
う
規
模
の
拡
大
と
品
質

の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
た

い
。
そ
れ
と
来
年
は
「
農
」
の

一
環
で
イ
チ
ジ
ク
づ
く
り
に
も

取
り
組
み
た
い
。
イ
チ
ジ
ク
は

不
老
長
寿
の
果
物
と
も
言
わ

れ
、
漢
方
的
に
は
下
痢
や
痔
に

も
効
く
と
も
言
わ
れ
て
い
る
の

で
是
非
取
り
組
ん
で
み
た
い
。

　

米
づ
く
り
の
名
人
・
古
川
勝
幸
さ
ん
が
９
月
に
横

浜
、
日
本
橋
の
両
高
島
屋
で
開
か
れ
た
「
大
東
北
展
」

に
お
米
を
出
品
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
策

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
。
大
東
北
展
に
は
岩
手
、
宮

城
、
福
島
を
中
心
と
す
る
６
県
の
人
気
食
品
が
１
０
０

店
舗
近
く
出
て
大
盛
況
を
博
し
た
。

　

９
月
12
日
〜
17
日
（
横
浜
）、
９
月
19
日
〜
24
日
（
日

本
橋
）
ま
で
行

わ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
に
は
米
づ
く

り
の
指
南
役
・

古
川
勝
幸
さ
ん

の
店
が
出
る
と

あ
っ
て
、
誠
農

社
の
ス
タ
ッ
フ

が
連
日
、
売
り

子
な
ど
で
協
力

し
よ
う
と
駆
け

つ
け
て
い
た
。

　

農
業
生
産
法
人
・
誠
農
社
が

お
米
づ
く
り
に
取
り
組
む
き
っ

か
け
は
、
２
年
前
加
須
市
油
井

ケ
島
に
あ
る
築
１
０
０
年
を
超

す
古
民
家
を
購
入
し
た
こ
と

だ
。
こ
こ
を
舞
台
に
農
を
通
じ

て
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

提
案
し
た
い
、
そ
の
目
標
達
成

の
手
段
と
し
て
お
米
づ
く
り
が

選
ば
れ
た
。
た
だ
ど
う
せ
や
る

な
ら
身
体
に
い
い
お
米
づ
く
り

を
や
ろ
う
と
徹
底
的
に
こ
だ
わ

っ
た
。

　

そ
こ
で
指
南
役
と
し
て
白
羽

の
矢
を
立
て
た
の
が
、
米
づ
く

り
の
名
人
と
し
て
有
名
な
福
島

県
郡
山
在
住
の
古
川
勝
幸
さ
ん

（
55
）。
古
川
さ
ん
は
、
社
団

法
人
米
・
食
味
分
析
鑑
定
士
協

会
主
催
の
「
米
・
食
味
分
析
鑑

定
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
平
成
16
年

か
ら
５
年
連
続
「
金
賞
」
を
受

賞
、
今
や
こ
の
道
で
は
誰
も
が

認
め
る
「
米
づ
く
り
の
名
人
」

と
し
て
君
臨
す
る
人
物
。

　

そ
の
古
川
さ
ん
の
指
導
の

下
、
農
薬
を
使
わ
ず
漢
方
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
す
る
独
特
の
手

法
で
米
作
り
の
挑
戦
が
始
ま
っ

た
。
３
反
３
畝
（
約
３
・
３
㌃
）

の
田
ん
ぼ
で
田
植
え
が
始
ま
っ

た
の
は
５
月
26
日
。
手
植
え
の

田
植
え
を
体
験
し
た
い
と
老
若

男
女
が
50
名
以
上
参
加
す
る
ほ

ど
人
気
を
博
し
た
。

　

こ
の
後
は
９
月
下
旬
の
稲
刈

り
ま
で
ス
タ
ッ
フ
が
愛
し
い
子

ど
も
を
育
て
る
よ
う
に
毎
日
田

ん
ぼ
で
お
米
の
管
理
に
汗
を
流

し
た
。
と
く
に
今
年
は
史
上
稀

に
み
る
酷
暑
。
農
薬
を
散
布
し

な
い
お
米
づ
く
り
を
選
択
し
た

た
め
暑
い
夏
が
始
ま
る
と
田
ん

ぼ
に
は
雑
草
が
い
っ
ぱ
い
出

現
。
お
米
作
り
の
過
程
で
こ
の

雑
草
を
取
ら
な
い
と
、
生
育
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
味
が
落
ち

る
の
が
必
須
と
あ
っ
て
、
連
日

30
℃
を
超
す
猛
暑
の
中
、
懸
命

に
除
去
作
業
に
取
り
組
ん
だ
。

ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
「
今
振
り
返

っ
て
も
こ
の
作
業
が
一
番
き
つ

か
っ
た
。
一
時
間
近
く
手
抜
き

除
草
を
や
っ
て
は
10
分
程
度
休

憩
す
る
日
々
だ
っ
た
が
、
一
時

は
周
り
の
景
色
が
白
っ
ぽ
く
見

え
だ
し
、
熱
中
症
で
は
な
い

が
、
身
体
に
異
変
が
起
こ
る
寸

前
ま
で
体
験
す
る
ほ
ど
だ
っ

た
。
本
当
に
過
酷
だ
っ
た
」
と

語
る
。

　

こ
う
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
経

て
９
月
29
日
待
望
の
稲
刈
り
を

迎
え
た
。
秋
晴
れ
の
中
、
参
加

し
た
50
名
は
、
鎌
を
手
に
小
気

味
い
い
音
を
響
か
せ
な
が
ら
稲

刈
り
を
楽
し
ん
だ
。
ま
た
刈
り

取
っ
た
穂
は
、
縛
っ
て
束
ね
て

古
民
家
裏
山
か
ら
採
取
し
て
き

た
青
竹
で
作
っ
た
稲
架
23
カ
所

に
ぶ
ら
下
げ
て
、
天
日
干
し
す

る
古
来
か
ら
の
伝
統
に
則
っ
て

行
っ
た
。
あ
と
は
乾
燥
し
て
脱

穀
を
待
つ
だ
け
と
な
っ
た
。

　

脱
穀
を
経
て
出
来
上
が
っ
た

お
米
は
18
俵
余
り
、
１
０
８
０

㎏
。
新
米
の
名
前
は
「
漢
方
農

法
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
と
命
名
。

10
月
28
日
に
は
収
穫
祭
を
兼
ね

関
係
者
20
人
が
招
待
さ
れ
た
。

竈
で
炊
か
れ
た
新
米
を
口
に
し

た
人
々
か
ら
出
た
一
言
は
「
甘

い
」「
う
ま
い
」「
お
い
し
い
」。

こ
れ
を
聞
い
た
ス
タ
ッ
フ
は
感

無
量
の
面
持
ち
で
「
苦
労
し
た

甲
斐
が
あ
っ
た
」
と
微
笑
ん

だ
。

　

天
気
は
非
情
だ
っ
た
。
稲
刈

り
の
翌
日
30
日
に
は
関
東
地
方

に
接
近
し
て
い
た
台
風
17
号
が

夜
半
に
上
陸
、
人
海
戦
術
で
組

み
立
て
て
い
っ
た
稲
架
の
一
部

を
無
情
に
も
な
ぎ
倒
し
て
い
っ

た
。
す
わ
一
大
事
と
ス
タ
ッ
フ

ら
は
田
ん
ぼ
前
の
古
民
家
に

「
緊
急
対
策
本
部
」
を
設
置
、

台
風
が
通
過
し
た
未
明
か
ら
翌

朝
に
か
け
て
倒
れ
た
稲
架
の
補

強
や
束
ね
た
稲
の
掛
け
直
し
に

取
り
組
ん
だ
。
ス
タ
ッ
フ
の
一

人
は
「
関
東
地
方
を
直
撃
し
た

大
型
台
風
だ
っ
た
が
、
雨
台
風

で
な
く
、
風
台
風
だ
っ
た
か
ら

よ
か
っ
た
。
雨
だ
っ
た
ら
稲
穂

が
ず
ぶ
濡
れ
と
な
り
商
品
に
な

ら
な
か
っ
た
と
思
う
。
神
様
が

味
方
し
て
く
れ
た
」
と
安
堵
し

て
い
た
。

農業生産法人・誠農社が今年初めて取り組んだ「お米づくり」が成功裏に終了した。米づくりに意義を感じた有志が田植えから稲刈りまでの行事に参加、その数は延べ
200人を超えた。まさに絆でつないだ１年だったと言える。

絆でつないだ田植え～稲刈り絆でつないだ田植え～稲刈り絆でつないだ田植え～稲刈り絆でつないだ田植え～稲刈りお
米
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
…

か
け
て
い
く
と
い
う
作
業
や
、

乾
燥
し
た
稲
を
籾
に
し
、
そ
れ

を
玄
米
に
す
る
作
業
一
つ
一
つ

が
初
め
て
と
い
う
こ
と
に
加

え
、
現
代
農
業
と
は
逆
行
し
た

方
法
な
の
で
と
て
も
大
変
な
作

業
で
し
た
。
収
穫
作
業
を
行
う

際
も
、
事
前
に
段
取
り
を
決
め

て
取
り
掛
か
ら
な
い
と
ス
ム
ー

ズ
な
作
業
は
出
来
な
い
と
い
う

こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
反
省
が
あ
り
ま

す
が
、
栽
培
し
た
お
米
を
消
費

者
の
方
々
か
ら
「
美
味
し
い
」

と
言
っ
て
頂
け
る
こ
と
は
生
産

者
に
と
っ
て
最
大
の
喜
び
で
あ

り
、
来
年
も
頑
張
る
ぞ
と
い
う

意
気
込
み
に
変
わ
る
か
ら
不
思

高
島
屋
で「
大
東
北
展
」

お
米
が
で
き
る
ま
で

あ
、台
風
が
…

9月

8月

6月

5月

定 点 観 測

稲刈りに参加した皆さん

ＴＶも取材にきた田植え

昔ながらの〝天日干し〞 にこだわる

新米はおか
ずいらずっ

て

本当です！

甘くておい
しい！！

議
で
す
。

　

今
回
の
農
業
イ
ベ
ン
ト
の
昼

食
の
時
も
皆
様
に
お
米
を
美
味

し
い
と
言
っ
て
頂
い
て
来
年
も

頑
張
っ
て
栽
培
し
よ
う
と
強
く

思
い
ま
し
た
。

▼
掲
載
写
真
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ

で
（
久
喜
市
久
喜
東
２
―
４
―
１
フ

ジ
ハ
ウ
ジ
ン
ク
内
農
時
新
聞
写
真

係
）
に
郵
送
下
さ
い
。
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収穫祭　新米を試食

「
漢
方
未
来
米
」
希
望
者
の
お
問
い
合
わ
せ
先

古
川
農
園
☎
024
・
９
５
２
・
８
８
５
４

　

初
め
て
米
づ
く
り
に
取
り
組

ん
だ
が
、
農
業
は
ま
さ
に
自
然

と
の
闘
い
、
自
然
と
共
存
し
な

い
と
何
も
で
き
な
い
こ
と
が
実

感
し
た
。
お
天
気
然
り
、
温
度

然
り
。
す
べ
て
我
々
の
都
合
通

り
に
は
い
か
な
い
こ
と
が
よ
く

分
か
っ
た
。
米
づ
く
り
の
意
義

を
感
じ
た
皆
様
の
ご
支
援
が
あ

っ
て
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
こ
ぎ
つ

け
ら
れ
た
。
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。

　

出
来
あ
が
っ
た
お
米
は
想
像

以
上
に
よ
く
で
き
て
い
る
と
思

う
。
田
ん
ぼ
が
３
反
３
畝
も
あ

れ
ば
18
俵
ど
こ
ろ
か
、
も
っ
と

採
れ
る
が
、
我
々
は
身
体
に
い

い
お
米
を
つ
く
ろ
う
と
無
農
薬

に
こ
だ
わ
り
、
漢
方
を
使
っ
た

の
で
、
た
と
え
ば
お
米
の
株
の

植
え
付
け
に
し
て
も
間
隔
も
た

く
さ
ん
空
け
、
太
陽
を
い
っ
ぱ

い
浴
び
る
よ
う
に
し
た
。
だ
か

ら
取
れ
た
お
米
の
量
は
通
常
よ

り
は
少
な
い
が
、
米
糠
を
な
め

て
も
ら
う
と
化
学
肥
料
を
一
切

使
っ
て
い
な
い
の
で
甘
さ
が
強

い
、
い
い
お
米
が
で
き
た
。

　

販
売
は
11
月
14
日
に
大
宮
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
行
わ
れ
る

「
埼
玉
発　

地
産
地
消
祭
り
２

　

ま
た
、
田
植
え
か
ら
収
穫
ま

で
で
肉
体
的
に
大
変
だ
っ
た
の

は
７
月
〜
９
月
に
か
け
て
の
水

田
内
の
除
草
作
業
で
す
。
誠
農

社
の
水
田
は
紙
マ
ル
チ
を
用
い

て
栽
培
を
し
て
い
る
こ
と
に
よ

り
雑
草
を
抑
え
て
い
る
の
で
す

が
、
紙
マ
ル
チ
を
貼
り
損
ね
て

し
ま
っ
た
り
、
紙
マ
ル
チ
が
溶

け
た
後
に
生
え
て
き
た
雑
草
を

除
草
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
作

業
は
時
期
が
真
夏
と
い
う
こ
と

な
の
で
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な

作
業
で
し
た
。

　

技
術
的
に
難
し
い
と
感
じ
た

の
は
水
田
の
水
分
調
整
で
す
。

お
米
の
味
は
水
の
管
理
に
よ
っ

て
決
ま
る
そ
う
な
の
で
す
が
、

そ
の
管
理
が
と
て
も
微
妙
な
だ

け
に
難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
収
穫
し
た
稲
を
天
日
干

し
に
す
る
時
も
、
竹
で
棚
を
作

り
、
そ
こ
に
束
に
な
っ
た
稲
を

　

今
年
は
暑
さ
が
大
変
厳
し
い

高
温
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
影
響

で
シ
ラ
タ
（
く
ず
米
の
よ
う
な

売
り
物
に
な
ら
な
い
米
）
が
出

た
と
い
わ
れ
る
中
、
誠
農
社
の

お
米
は
そ
れ
も
な
く
よ
く
で
き

て
い
る
。
こ
れ
は
漢
方
の
威
力

と
い
っ
て
も
い
い
。
で
す
か
ら

誠
農
社
の
お
米
は
売
り
物
に
な

る
。
た
だ
し
米
づ
く
り
を
指
導

し
て
き
た
側
か
ら
い
う
と
１
０

０
点
満
点
か
と
言
え
ば
そ
う
で

は
な
い
。
75
点
ぐ
ら
い
の
出

来
。
マ
イ
ナ
ス
25
点
は
何
か
と

言
え
ば
、
指
導
者
の
言
う
こ
と

を
忠
実
に
守
ら
な
か
っ
た
面
が

あ
る
。
た
と
え
ば
漢
方
散
布
の

時
期
や
管
理
方
法
な
ど
が
そ

う
。
お
米
づ
く
り
に
初
挑
戦
し

た
の
で
分
か
ら
な
い
で
は
な
い

が
焦
っ
て
私
の
意
見
以
外
に
あ

ち
こ
ち
か
ら
情
報
を
仕
入
れ
た

面
が
見
ら
れ
た
。
私
の
米
づ
く

り
は
周
り
と
は
全
く
違
う
や
り

方
を
し
て
い
る
。
来
年
も
私
が

お
米
づ
く
り
の
指
導
に
当
た
る

な
ら
ば
も
っ
と
厳
し
く
指
導
し

た
い
。
そ
し
て
１
０
０
点
の
出

来
で
す
と
言
っ
て
一
緒
に
涙
を

流
し
た
い
。

０
１
２
」
か
ら
行
う
。
キ
ロ
当

た
り
１
０
０
０
円
で
少
々
高
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
通
常
の
農

法
の
３
倍
の
コ
ス
ト
が
か
か
っ

て
い
る
の
で
味
を
見
て
ほ
し

い
。

　

今
回
の
初
挑
戦
で
お
米
づ
く

り
の
一
通
り
の
段
取
り
み
た
い

　

今
思
い
返
し
て
み
る
と
あ
っ

と
い
う
間
の
半
年
だ
っ
た
が
、

と
に
か
く
初
め
て
の
体
験
だ
っ

た
だ
け
に
、
日
々
反
省
の
日
々

だ
っ
た
。

　

ま
ず
田
植
え
の
前
の
耕
運
の

段
階
か
ら
失
敗
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
深
く
耕
運
し
す
ぎ
て
し

ま
っ
た
こ
と
や
、
水
田
を
平
ら

に
す
る（
代
か
き
と
言
い
ま
す
）

際
に
う
ま
く
出
来
な
か
っ
た
。

来
年
度
は
同
じ
失
敗
が
な
い
よ

う
に
作
業
を
行
い
た
い
で
す
。

誠
農
社
代
表

 

藤
田 

誠
二
氏

耕
作
者

 

強
矢 

凌
司
氏

米
づ
く
り
の
名
人

 
古
川 

勝
幸
氏

な
の
は
分
か
っ
た
の
で
、
来
年

は
今
年
よ
り
も
収
穫
高
で
多
く

な
る
よ
う
規
模
の
拡
大
と
品
質

の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
た

い
。
そ
れ
と
来
年
は
「
農
」
の

一
環
で
イ
チ
ジ
ク
づ
く
り
に
も

取
り
組
み
た
い
。
イ
チ
ジ
ク
は

不
老
長
寿
の
果
物
と
も
言
わ

れ
、
漢
方
的
に
は
下
痢
や
痔
に

も
効
く
と
も
言
わ
れ
て
い
る
の

で
是
非
取
り
組
ん
で
み
た
い
。

　

米
づ
く
り
の
名
人
・
古
川
勝
幸
さ
ん
が
９
月
に
横

浜
、
日
本
橋
の
両
高
島
屋
で
開
か
れ
た
「
大
東
北
展
」

に
お
米
を
出
品
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
策

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
。
大
東
北
展
に
は
岩
手
、
宮

城
、
福
島
を
中
心
と
す
る
６
県
の
人
気
食
品
が
１
０
０

店
舗
近
く
出
て
大
盛
況
を
博
し
た
。

　

９
月
12
日
〜
17
日
（
横
浜
）、
９
月
19
日
〜
24
日
（
日

本
橋
）
ま
で
行

わ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
に
は
米
づ
く

り
の
指
南
役
・

古
川
勝
幸
さ
ん

の
店
が
出
る
と

あ
っ
て
、
誠
農

社
の
ス
タ
ッ
フ

が
連
日
、
売
り

子
な
ど
で
協
力

し
よ
う
と
駆
け

つ
け
て
い
た
。

　

農
業
生
産
法
人
・
誠
農
社
が

お
米
づ
く
り
に
取
り
組
む
き
っ

か
け
は
、
２
年
前
加
須
市
油
井

ケ
島
に
あ
る
築
１
０
０
年
を
超

す
古
民
家
を
購
入
し
た
こ
と

だ
。
こ
こ
を
舞
台
に
農
を
通
じ

て
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

提
案
し
た
い
、
そ
の
目
標
達
成

の
手
段
と
し
て
お
米
づ
く
り
が

選
ば
れ
た
。
た
だ
ど
う
せ
や
る

な
ら
身
体
に
い
い
お
米
づ
く
り

を
や
ろ
う
と
徹
底
的
に
こ
だ
わ

っ
た
。

　

そ
こ
で
指
南
役
と
し
て
白
羽

の
矢
を
立
て
た
の
が
、
米
づ
く

り
の
名
人
と
し
て
有
名
な
福
島

県
郡
山
在
住
の
古
川
勝
幸
さ
ん

（
55
）。
古
川
さ
ん
は
、
社
団

法
人
米
・
食
味
分
析
鑑
定
士
協

会
主
催
の
「
米
・
食
味
分
析
鑑

定
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
平
成
16
年

か
ら
５
年
連
続
「
金
賞
」
を
受

賞
、
今
や
こ
の
道
で
は
誰
も
が

認
め
る
「
米
づ
く
り
の
名
人
」

と
し
て
君
臨
す
る
人
物
。

　

そ
の
古
川
さ
ん
の
指
導
の

下
、
農
薬
を
使
わ
ず
漢
方
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
す
る
独
特
の
手

法
で
米
作
り
の
挑
戦
が
始
ま
っ

た
。
３
反
３
畝
（
約
３
・
３
㌃
）

の
田
ん
ぼ
で
田
植
え
が
始
ま
っ

た
の
は
５
月
26
日
。
手
植
え
の

田
植
え
を
体
験
し
た
い
と
老
若

男
女
が
50
名
以
上
参
加
す
る
ほ

ど
人
気
を
博
し
た
。

　

こ
の
後
は
９
月
下
旬
の
稲
刈

り
ま
で
ス
タ
ッ
フ
が
愛
し
い
子

ど
も
を
育
て
る
よ
う
に
毎
日
田

ん
ぼ
で
お
米
の
管
理
に
汗
を
流

し
た
。
と
く
に
今
年
は
史
上
稀

に
み
る
酷
暑
。
農
薬
を
散
布
し

な
い
お
米
づ
く
り
を
選
択
し
た

た
め
暑
い
夏
が
始
ま
る
と
田
ん

ぼ
に
は
雑
草
が
い
っ
ぱ
い
出

現
。
お
米
作
り
の
過
程
で
こ
の

雑
草
を
取
ら
な
い
と
、
生
育
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
味
が
落
ち

る
の
が
必
須
と
あ
っ
て
、
連
日

30
℃
を
超
す
猛
暑
の
中
、
懸
命

に
除
去
作
業
に
取
り
組
ん
だ
。

ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
「
今
振
り
返

っ
て
も
こ
の
作
業
が
一
番
き
つ

か
っ
た
。
一
時
間
近
く
手
抜
き

除
草
を
や
っ
て
は
10
分
程
度
休

憩
す
る
日
々
だ
っ
た
が
、
一
時

は
周
り
の
景
色
が
白
っ
ぽ
く
見

え
だ
し
、
熱
中
症
で
は
な
い

が
、
身
体
に
異
変
が
起
こ
る
寸

前
ま
で
体
験
す
る
ほ
ど
だ
っ

た
。
本
当
に
過
酷
だ
っ
た
」
と

語
る
。

　

こ
う
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
経

て
９
月
29
日
待
望
の
稲
刈
り
を

迎
え
た
。
秋
晴
れ
の
中
、
参
加

し
た
50
名
は
、
鎌
を
手
に
小
気

味
い
い
音
を
響
か
せ
な
が
ら
稲

刈
り
を
楽
し
ん
だ
。
ま
た
刈
り

取
っ
た
穂
は
、
縛
っ
て
束
ね
て

古
民
家
裏
山
か
ら
採
取
し
て
き

た
青
竹
で
作
っ
た
稲
架
23
カ
所

に
ぶ
ら
下
げ
て
、
天
日
干
し
す

る
古
来
か
ら
の
伝
統
に
則
っ
て

行
っ
た
。
あ
と
は
乾
燥
し
て
脱

穀
を
待
つ
だ
け
と
な
っ
た
。

　

脱
穀
を
経
て
出
来
上
が
っ
た

お
米
は
18
俵
余
り
、
１
０
８
０

㎏
。
新
米
の
名
前
は
「
漢
方
農

法
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
と
命
名
。

10
月
28
日
に
は
収
穫
祭
を
兼
ね

関
係
者
20
人
が
招
待
さ
れ
た
。

竈
で
炊
か
れ
た
新
米
を
口
に
し

た
人
々
か
ら
出
た
一
言
は
「
甘

い
」「
う
ま
い
」「
お
い
し
い
」。

こ
れ
を
聞
い
た
ス
タ
ッ
フ
は
感

無
量
の
面
持
ち
で
「
苦
労
し
た

甲
斐
が
あ
っ
た
」
と
微
笑
ん

だ
。

　

天
気
は
非
情
だ
っ
た
。
稲
刈

り
の
翌
日
30
日
に
は
関
東
地
方

に
接
近
し
て
い
た
台
風
17
号
が

夜
半
に
上
陸
、
人
海
戦
術
で
組

み
立
て
て
い
っ
た
稲
架
の
一
部

を
無
情
に
も
な
ぎ
倒
し
て
い
っ

た
。
す
わ
一
大
事
と
ス
タ
ッ
フ

ら
は
田
ん
ぼ
前
の
古
民
家
に

「
緊
急
対
策
本
部
」
を
設
置
、

台
風
が
通
過
し
た
未
明
か
ら
翌

朝
に
か
け
て
倒
れ
た
稲
架
の
補

強
や
束
ね
た
稲
の
掛
け
直
し
に

取
り
組
ん
だ
。
ス
タ
ッ
フ
の
一

人
は
「
関
東
地
方
を
直
撃
し
た

大
型
台
風
だ
っ
た
が
、
雨
台
風

で
な
く
、
風
台
風
だ
っ
た
か
ら

よ
か
っ
た
。
雨
だ
っ
た
ら
稲
穂

が
ず
ぶ
濡
れ
と
な
り
商
品
に
な

ら
な
か
っ
た
と
思
う
。
神
様
が

味
方
し
て
く
れ
た
」
と
安
堵
し

て
い
た
。

農業生産法人・誠農社が今年初めて取り組んだ「お米づくり」が成功裏に終了した。米づくりに意義を感じた有志が田植えから稲刈りまでの行事に参加、その数は延べ
200人を超えた。まさに絆でつないだ１年だったと言える。

絆でつないだ田植え～稲刈り絆でつないだ田植え～稲刈り絆でつないだ田植え～稲刈り絆でつないだ田植え～稲刈りお
米
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
…

か
け
て
い
く
と
い
う
作
業
や
、

乾
燥
し
た
稲
を
籾
に
し
、
そ
れ

を
玄
米
に
す
る
作
業
一
つ
一
つ

が
初
め
て
と
い
う
こ
と
に
加

え
、
現
代
農
業
と
は
逆
行
し
た

方
法
な
の
で
と
て
も
大
変
な
作

業
で
し
た
。
収
穫
作
業
を
行
う

際
も
、
事
前
に
段
取
り
を
決
め

て
取
り
掛
か
ら
な
い
と
ス
ム
ー

ズ
な
作
業
は
出
来
な
い
と
い
う

こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
反
省
が
あ
り
ま

す
が
、
栽
培
し
た
お
米
を
消
費

者
の
方
々
か
ら
「
美
味
し
い
」

と
言
っ
て
頂
け
る
こ
と
は
生
産

者
に
と
っ
て
最
大
の
喜
び
で
あ

り
、
来
年
も
頑
張
る
ぞ
と
い
う

意
気
込
み
に
変
わ
る
か
ら
不
思

高
島
屋
で「
大
東
北
展
」

お
米
が
で
き
る
ま
で

あ
、台
風
が
…

9月

8月

6月

5月

定 点 観 測

稲刈りに参加した皆さん

ＴＶも取材にきた田植え

昔ながらの〝天日干し〞 にこだわる

新米はおか
ずいらずっ

て

本当です！

甘くておい
しい！！

議
で
す
。

　

今
回
の
農
業
イ
ベ
ン
ト
の
昼

食
の
時
も
皆
様
に
お
米
を
美
味

し
い
と
言
っ
て
頂
い
て
来
年
も

頑
張
っ
て
栽
培
し
よ
う
と
強
く

思
い
ま
し
た
。

▼
掲
載
写
真
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ

で
（
久
喜
市
久
喜
東
２
―
４
―
１
フ

ジ
ハ
ウ
ジ
ン
ク
内
農
時
新
聞
写
真

係
）
に
郵
送
下
さ
い
。
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東
京
・
上
野
の
国
立
博
物
館

で
開
催
中
の
特
別
展
「
中
国
王

朝
の
至
宝
」（
主
催
・
東
京
国

立
博
物
館
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
毎
日
新

聞
社
、
朝
日
新
聞
社
な
ど
。
12

月
24
日
ま
で
開
催
中
）
が
話
題

【
久
喜
】
吉
羽
天
神
社
初
詣
＝

元
旦
に
は
お
神
酒
や
甘
酒
が
振

舞
わ
れ
ま
す
。
酒
新
年
の
お
清

祓
い
も
あ
り
ま
す
。
近
く
の
方

は
是
非
初
詣
に
お
越
し
く
だ
さ

い
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

【
加
須
】
千
方
神
社
の
酉
の
市

＝
毎
年
12
月
19
日
に
開
催
。
境

内
に
は
商
人
の
多
く
の
テ
ン
ト

が
出
現
。
熊
手
、
お
多
福
、
入

船
な
ど
縁
起
担
ぎ
の
品
物
が
い

っ
ぱ
い
。
千
方
神
社
は
加
須
市

民
の
鎮
守
の
森
。
酉
の
市
の
開

催
時
間
は
午
後
３
時
か
ら
午
後

10
時
頃
ま
で
。

　

住
宅
取
得
は
ど
ち
ら
が
お

得
？
増
税
前
そ
れ
と
も
増
税

後
？　

消
費
税
は
平
成
26
年

４
月
に
８
％
、
平
成
27
年
10

月
に
10
％
と
増
税
さ
れ
る
。

　

特
例
と
し
て
半
年
前
の
平

成
25
年
９
月
ま
で
に
契
約
を

済
ま
せ
、
竣
工
が
平
成
26
年

４
月
以
降
で
も
旧
税
率
が
適

用
さ
れ
る
。
住
宅
取
得
は
平

成
25
年
９
月
ま
で
の
契
約
な

ら
ば
５
％
で
あ
る
。
業
界
は

こ
の
期
間
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
て
平
成
25
年
９
月
ま
で

は
、
契
約
受
注
で
忙
し
く
、

平
成
26
年
３
月
ま
で
は
完
工

で
忙
し
い
と
予
測
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
み
ず
ほ
総

合
研
究
所
は
10
月
に
「
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
」
の
拡
充
と
消

費
税
ア
ッ
プ
の
ど
ち
ら
が
得

か
を
試
算
し
た
。
前
提
と
し

て
①
住
宅
取
得
価
格
は
年
収

の
５
倍
、
②
減
税
期
間
現
状

10
年
が
15
年
、
当
初
10
年
間

の
控
除
率
１
％
が
２
％
に
。

③
最
大
限
度
額
１
０
０
０
万

円
と
い
う
条
件
で
税
制
が
変

更
さ
れ
る
と
仮
定
す
る
と
、

年
収
５
０
０
万
円
の
世
帯
で

消
費
税
ア
ッ
プ
に
よ
る
影
響

が
75
万
円
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

拡
充
に
よ
る
影
響
は
＋
２
０

６
万
円
ト
ー
タ
ル
価
格
住
宅

価
格
に
対
す
る
純
負
担
増
加

率
は
▲
５
・
２
％
の
負
担
増

（
つ
ま
り
得
を
す
る
）
と
な

り
年
収
１
０
０
０
万
円
の
世

帯
で
は
消
費
税
ア
ッ
プ
影
響

が
▲
１
５
０
万
円
住
宅
ロ
ー

ン
拡
充
に
よ
る
影
響
が
＋
４

７
１
万
円
と
な
り
、
ト
ー
タ

ル
▲
６
・
４
％
の
負
担
増（
得

を
す
る
）
と
試
算
し
た
。
ま

ず
は
今
年
12
月
に
公
表
さ
れ

る
予
定
の
『
平
成
25
年
度
税

制
改
正
大
綱
』
を
確
認
し
て

か
ら
、
住
宅
取
得
の
時
期
を

判
断
し
た
ほ
う
が
賢
い
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

早
い
も
の
で
今
年
も
残

り
僅
か
と
な
っ
た
。
も
う

す
ぐ
初
詣
の
季
節
と
な
る

が
、
県
内
の
初
詣
場
所
で

最
近
客
数
が
急
速
な
伸
び

を
見
せ
て
い
る
の
が
久
喜
市
の
鷲
宮
神
社
。
埼
玉
県
観

光
課
に
よ
る
と
、
人
気
の
背
景
に
は
同
神
社
が
ア
ニ
メ

「
ラ
キ
☆
ス
タ
」
に
登
場
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
県
内

で
は
大
宮
・
氷
川
神
社
に
次
い
で
２
位
、
約
10
万
人
。

そ
の
鷲
宮
神
社
で
１
月
１
日
の
元
旦
に
関
東
神
楽
の
源

流
で
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
第
一
号
に
指
定

さ
れ
た
催
馬
楽
神
楽
が
開
催
さ
れ
る
。
保
存
会
の
会
長

・
針
谷
重
威
氏
（
86
）「
こ
の
催
馬
楽
神
楽
を
後
世
に

伝
承
す
る
こ
と
が
私
の
務
め
」
と
張
り
切
る
。

　

針
谷
さ
ん
の
ご
先
祖
は
、
鷲
宮
神
社
の
由
来
略
記
に

出
て
く
る
昌
彦
・
昌
武
父
子
。
２
０
０
０
年
前
に
出
雲

を
出
立
し
て
関
東
開
拓
に
来
た
ご
先
祖
様
か
ら
数
え
て

針
谷
さ
ん
は
何
と
77
代
目
と
か
。
そ
ん
な
血
筋
も
あ
っ

て
か「
鷲
宮
神
社
の
氏
子
総
代
は
針
谷
で
な
く
て
は
…
」

と
昔
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
総
代
は
代

々
針
谷
家
が
兼
ね
る
。
催
馬
楽
神
楽
の
始
ま
り
は
不
明

だ
が
、「
鎌
倉
時
代
の
歴
史
書
の
東
鑑
の
中
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
」そ
う
。催
馬
楽
神
楽
と
は
何
か
と
い
え
ば
、

「
神
話
に
題
材
を
取
っ
た
舞
踊
劇
」。
混
迷
、
混
沌
と

し
た
今
の
時
代
に
神
楽
は
何
を
訴
え
る
の
か
。
祈
り
を

形
に
し
て
い
る
催
馬
楽
神
楽
だ
け
に
針
谷
さ
ん
は
「
神

秘
的
で
あ
り
、
優
雅
、
高
尚
な
点
が
最
大
の
魅
力
」
と

語
る
。
５
年
前
に
埼
玉
県
を
行
幸
な
さ
れ
た
今
上
天
皇

陛
下
は
、
催
馬
楽
神
楽
の
鑑
賞
を
熱
望
さ
れ
た
と
か

で
、
針
谷
氏
ら
は
川
越
に
作
ら
れ
た
特
設
舞
台
で
舞
っ

た
。
そ
の
際
、
陛
下
か
ら
「
こ
の
よ
う
な
神
楽
が
あ
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
う
」
と
お
言
葉
を
賜
っ
た
そ
う
で
、

こ
れ
を
糧
に
針
谷
さ
ん
は
神
楽
を
継
承
す
る
た
め
後
継

者
の
育
成
に
熱
心
で
稽
古
に
も
立
ち
会
っ
て

い
る
。
催
馬
楽
神
楽
の
詳
細
は
同
神
社
☎
０

４
８
０
―
58
―
０
４
３
４
へ
。

中
国
で
最
古
の
王
朝
と
言
わ
れ

る
「
夏
」
の
時
代
か
ら
概
ね
４

０
０
０
年
間
、
中
国
各
地
で
は

い
く
つ
も
の
王
朝
が
誕
生
、
そ

こ
で
は
特
色
あ
る
豊
か
な
文
化

が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
会
の
特
徴
は
、

「
夏
」
か
ら
「
宋
」
の
時
代
に

わ
た
る
中
国
歴
代
の
王
朝
の
都

・
中
心
地
域
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
質

が
凝
縮
さ
れ
た
代
表
的
な
文
物

を
対
比
し
な
が
ら
展
示
す
る
と

い
う
新
た
な
手
法
を
駆
使
す
る

こ
と
で
、
多
元
的
で
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
展
開
し
て
き
た
中
国
文

化
の
核
心
に
迫
っ
て
い
る
こ

と
。

　

そ
れ
と
２
０
０
１
年
に
発
見

さ
れ
現
在
も
発
掘
調
査
が
続
い

て
い
る
金
紗
遺
跡
の
多
彩
な
文

献
や
２
０
０
８
年
に
発
見
さ
れ

て
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
っ
た
〝
塔

の
王
様
〞と
言
わ
れ
て
い
る「
阿

育
王
塔
」な
ど
、日
本
初
公
開
と

な
る
作
品
を
含
め
た
最
新
の
発

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
別
展
は
今
年
が
日
中

国
交
正
常
化
40
周
年
の
節
目
に

当
た
る
こ
と
か
ら
企
画
さ
れ
た

も
の
で
、
中
国
各
王
朝
の
貴
重

な
文
献
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

住
宅
を
取
得
す
る
な
ら

12
月
の
税
制
大
綱
を
注
視

鷲宮催馬楽神楽保存会の会長　針谷 重威さん（86）

　本紙への感想、今後取り上
げてほしいテーマと住所、氏

名、年齢、電話番号を明記のうえ、11月20日ま
でに〒346－0016久喜市久喜東２－４－１フジ
タビル内「農時新聞『中国　王朝の至宝』読者
プレゼント係」まで郵送ください。希望者多数
の場合は抽選で当選者を決定。商品の発送等を
もって発表に代えさせて頂きます。

■応募要領■

花鳥文鏡「一級文物」

阿育王塔「一級文物」

跪
射
俑
「
一
級
文
物
」

銀製・鍍金。北宋時代。南京
市の古刹・長千寺の地下から
2008年に発見された仏塔。
高さが優に１ｍは超え、この
種の遺品の中では最大。仏塔
の王様。日本初公開。

陶製・彩色。秦時代。兵馬俑の
ひとつ。跪いて弩（いしゆみ）を
構える姿が極めてリアルに表現
されている。秦の桁はずれな文
化の性格をよく表している。

青銅製・螺鈿。唐時代。花形に
作った青銅鏡の一面に漆を厚く
塗り、薄く切ったアワビなどの貝
片や宝石を散りばめて美しい文
様を表現している。

し
ゃ
よ
う

き

いく

ちょうか もんきょう

おうとうあ

掘
成
果
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と

も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
展
示

作
品
の
１
６
８
件
の
約
60
％
は

国
宝
級
の
「
一
級
文
物
」
で
す
。

　

こ
の
特
別
展
の
開
館
時
間
は

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

ま
で
（
金
曜
日
は
午
後
８
時
ま

で
開
館
。
入
館
は
開
館
の
30
分

前
ま
で
）。
休
館
日
は
月
曜
日

（
た
だ
し
最
終
日
の
12
月
24
日

は
開
館
）。

　

観
覧
料
は
当
日
一
般
１
５
０

０
円
、
大
学
生
１
２
０
０
円
、

高
校
生
９
０
０
円
、
中
学
生
以

下
は
無
料
。
本
紙
で
は
こ
の
特

別
展
の
招
待
券
を
５
組
10
名
様

に
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
別
項
応
募

要
領
に
沿
っ
て
奮
っ
て
応
募
く

だ
さ
い
。

「
中
国 

王
朝
の
至
宝
」展

５
組
10
名
様
ご
招
待

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

風
雅
・
風
流
・
和
歌
列
歌

紅
葉
山
鬼
女
の
頬
染
む
酒
の
宴 

東
久
留
米
市　

謡
拙

一
枚
の
紅
葉
を
入
る
る
エ
ア
ー
メ
ー
ル 

久
喜
市　

中 

志
穂
美

彩い
ろ

も
み
じ
水
に
浮
か
べ
て
硝
子
ご
し
宇
宙
の
不
思
議
自
然
を
愛
で
る

 

渋
谷
区　

炎

色
深
し
紅
分
け
て
谷
川
に
風
雨
耐
え
て
染
め
つ
ら
ん

 
狭
山
市　

蒼
風

山
々
の
木
々
の
裾
間
に
ひ
っ
そ
り
と
紡
ぎ
し
生
命
草く

さ

紅も
み
じ葉

か
な

 

渋
谷
区　

黄
山

目
前
に
燃
え
た
ぎ
る
情
熱
の
紅
静
か
な
深
山
の
秋
は
更
け
ゆ
く

 

文
京
区　

緑
雨

色
冴
え
る
も
み
じ
の
紅
こ
の
夏
の
炎
暑
を
つ
ぐ
な
い
燃
え
盛
る
と
か

 

港
区　

焦
絞

奥　

眞
純
が
選
ぶ

（写真　奥　眞純）

次
号
の
お
題
は
「
冬
の
雲
」


